
教員による利用編

「サイト情報」ツール

• 参加者の登録
• 受講者による参加登録
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「サイト情報」ツール

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

「サイト情報」を
クリックします。

トップページには講義サイトに関する
様々な情報が表示されます。

ツールの追加など、様々な設定が可能です。

教員編サイト情報：1



「サイト情報」ツール

トップページの下の方には、講義サイトの参加者の一覧が表示されます。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

※学務システムとの連携により、学部
講義については、履修登録の情報が
自動的に反映されます。

教員編サイト情報：2



「サイト情報」ツール：参加者の追加

「サイト情報」ツールのトップページの上部にある
「参加者を追加」をクリックします。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：3



「サイト情報」ツール：参加者の追加

追加したい参加者を入力します。
例えば、名大ID「ab0123456」と
「cd9876543」の2名を追加する
場合は、以下の2行を入力します。
ab0123456
cd9876543

「続ける」をクリックします。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：4



「サイト情報」ツール：参加者の追加

クリックして選択します。

「続ける」をクリックします。

【注】受講者には「Student」ロールを割り当てて下さい。

ロールの割り当てを間違えると、他の受講者の学習
内容が漏洩するなどの問題が発生しますので、細心
の注意を払って下さい。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：5



「サイト情報」ツール：参加者の追加

クリックして選択します。メールを送るか否かを選択して「続ける」をクリックします。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：6



「サイト情報」ツール：参加者の追加

確認して問題なければ「完了」をクリックします。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：7



教員編サイト情報：8

「サイト情報」ツール：参加者の追加

トップページの参加者の一覧で
追加されていることを確認します。

各参加者の「ロール」や「状態」の設定変更や
「削除」を行うことができます。

「参加者を更新」をクリックすると設定が反映されます。
間違いのないように細心の注意を払って下さい。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開



「サイト情報」ツール：受講者による参加登録

「サイト情報」ツールのトップページの上部にある
「アクセスを管理」をクリックします。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：9



「サイト情報」ツール：受講者による参加登録

講義サイトへのアクセスに関する
設定が表示されます。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：10



「サイト情報」ツール：受講者による参加登録

グローバルアクセスを認めることで、
受講者による参加登録が可能となります。

ロールは「Student」に設定して下さい。

「更新」をクリックして下さい。

【注】NUCTにログインできる全ユーザ
が参加登録可能となります。

設定は何度でも更新可能です。期間を
限定してグローバルアクセスを認める
という運用も可能です。

• 講義サイトの参加者やツールの管理

• 受講者、TA、教員を参加者として登録

• 受講者自らが登録できるように公開

教員編サイト情報：11


